
第１０６回 広島数理解析セミナー （２００７年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.106

日時 ： ５月１１日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７ 　

講師 ： 鈴木 　香奈子 氏（東北大学）

題目 ： 活性因子－抑制因子型常微分方程式系の解の挙動
　

要旨 ： 形態形成のモデルとして重要な役割を果たす反応拡散系の一つであるギーラー・
マインハルト系から，拡散項を除いた常微分方程式系を考察する．ギーラー・
マインハルト系は，活性因子－抑制因子型と呼ばれ，活性因子の満たす方程式
は，基礎生産項と呼ばれる非負の項を持つ．基礎生産項とは，反応とは無関係
に単位時間当たりに生産される活性因子の量を表す．これまでに，ギーラー・
マインハルト系の初期値－境界値問題に対する解の存在や有界性は研究されて
いるが，そのダイナミクスはあまり知られていない．したがって，まずは拡散
項を除いた常微分方程式系の解の挙動を詳しく調べる．基礎生産項がない常微
分方程式系の解の挙動はすべて解明することができた．本講演では，その解の
挙動を紹介し，いくつか特徴的な性質を詳しく解説する．さらに，基礎生産項
を持つ常微分方程式系の解の挙動で，基礎生産項がない常微分方程式系の解と
の違いが現れる場合を紹介したい．
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